
民活事業報告書（平成２３年度）  

 

事業名：多摩地域ユース・プラザ整備等事業 

               教育庁地域教育支援部 

 

第１ 事業概要 

   旧東京都立八王子高陵高等学校(以下「学校施設」という。)を改修して整備された文

化・学習施設、スポーツ施設、野外活動施設、宿泊施設等から構成される施設(以下「本

件施設」という。)を設置し、多摩地域ユース・プラザとして一体的な運営を行う。 

 

１ 所在地 

東京都八王子市川町５５番地 

 

２ 事業内容 

（１）施設の改修  

ア 学校施設の改修に係る設計及び工事並びにその関連業務 

（２）施設の運営 

  ア 文化・学習施設の利用受付及び料金徴収等の施設提供業務 

  イ スポーツ施設の利用受付及び料金徴収等の施設提供業務 

  ウ 野外活動施設の利用受付及び料金徴収等の施設提供業務 

エ 宿泊施設の利用受付及び料金徴収等の施設提供業務 

  オ  社会教育業務（講座・体験活動・交流等）の実施 

  カ 青少年の活動に関する相談への対応及び情報の収集並びに提供 

    キ 利用者に対する飲食の提供及び物品の販売 

  ク 文化・スポーツ教室の主催等及び施設を有効利用する観点から行う各種の事業 

  ケ 施設の利用促進を図るために必要となる営業及び広報活動 

（３）施設の維持管理 

      建築物保守管理業務ほか施設の維持管理のために必要な一切の業務 

 

３ 事業期間 

  設計期間及び改修工事期間並びに運営を開始した日から１０年間とする。 

  ＲＯ方式とし、事業期間終了時に都に本件施設等を返還する。 

 

第２ 事業評価 

１ 利用実績 

（１） 宿泊利用実績 

  ア 宿泊室 

利用実績 

平成２３年度 平成２２年度 増減 

事業者提案 

(３年目以降) 

a 利用者数 利用率 b 利用者数 利用率 a－b （a－b)/b 利用者数 利用率 

30,367人 43.7％ 32,183人 47.0％ △1,816人 △5.6％ 24,800 人 35％ 

    ※利用率は、(利用者数)を(定員204人×営業日数)で除した割合 

     ただし、事業者提案は定員200人で算出 

 

1 



イ テントサイト 

平成２３年度 平成２２年度 増減 

a 利用者数 利用率 b 利用者数 利用率 a－b （a－b）/b 

1,190人 3.5％ 1,067人 3.2％ 123人 11.5％ 

※利用率は、(利用者数)を(定員100人×営業日数)で除した割合 

 

（２）活動施設利用実績 

利用実績 

増減 
平成２３年度 

（a 利用者数） 

平成２２年度 

（b 利用者数） a－b (a－b)/b 

95,862人 87,735人 8,127人 9.3％ 

 

（３）その他日帰り利用実績 

増減 
平成２３年度 

（a 利用者数） 

平成２２年度 

（b 利用者数） 
a－b (a－b)/b 

28,164人 20,104人 8,060人 40.1％ 

 

（４）レストラン利用実績 

増減 
平成２３年度 

（a 利用者数） 

平成２２年度 

（b 利用者数） 
a－b (a－b)/b 

132,201人 137,040人 △4,839人 △3.5％ 

 

（５）利用料金等収入実績                     （金額：千円）       

増減 
種別 

平成２３年度 

(a 金額) 

平成２２年度 

(b 金額) 
a－b (a－b)/b 

事業者計画 

(３年目以降) 

利用料金 120,103 123,824 △3,721 △3.0％  

その他 11,131 10,581 550 5.2％  

合計 131,234 134,405 △3,171 △2.4％ 80,270 

※利用料金には、備品、活動支援プログラム及び社会教育事業参加費を含む。 

※その他には、売店、自動販売機等を含む。 
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２ モニタリング 

（１）業務履行確認 

  ア 履行確認の考え方 

    都は、事業者が本件契約において定められた公共サービスを提供することを条件

として、サービス購入料を支払い、建物及び土地の無償での利用を認める。そこで、

都は、都の要求水準が満足されているか否かについて、履行確認を行う。 

   イ 業務履行確認の方法等 

     別紙１のとおり 

 

（２）財務状況等の監視 

都による京王ユース・プラザ（株）（以下「ＳＰＣ」という。）の財務状況等の監

視については、本件事業契約上の規定により、事業期間の終了に至るまで、各事業年

度の最終日から９０日以内に公認会計士の監査済財務書類を都に提出し、かつ、協議

会において都に対して監査報告を行うこととしている。 

平成２３年度分監査報告については、平成２４年６月１９日の協議会において報告

を受け、公認会計士による監査済みであることを確認した。 
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第３　ＳＰＣの経営状況

千円 千円

営　業　収　益 787,368

営　業　費　用 688,161

売 上 総 利 益 99,207

一 般 管 理 費 14,788

営　業　利　益 84,418

営 業 外 収 益

受 取 利 息 1,294

雑 収 入 3,531 4,825

営 業 外 費 用

支 払 利 息 17,916

雑 支 出 19 17,935

経  常  利  益 71,307

71,307

29,913

48

41,345

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

（記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。）

税 引 前 当 期 純 利 益

法人税､住民税及び事業税

損　益　計　算　書

科　　目 金　　　額

2011年 4月 1日から
2012年 3月31日まで
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千円 千円

(資  産  の  部) (負  債  の  部)

 流  動  資  産 1,243,646  流  動  負  債 394,361

5,541 195,565

408,837 165,286

184,318 1,287

659 2,522

631,818 13,423

2,652 16,038

4,853 236

3,334

1,630  固　定　負  債 406,305

406,305

28,754

11,017 負 債 の 部 合 計 800,666

車 両 運 搬 具 110

工 具 器 具 備 品 10,907

17,076 （純　資　産　の　部）

ソ フ ト ウ エ ア 17,076   株　主　資　本 471,734

660 資　　本　　金 50,000

長 期 前 払 費 用 0 資 本 剰 余 金 50,000

繰 延 税 金 資 産 630 50,000

そ の 他 29 利 益 剰 余 金 371,734

371,734

繰越利益剰余金 371,734

純資産の部合計 471,734

1,272,400 1,272,400

（記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。）

現 金 及 び 預 金 短 期 借 入 金

運 用 預 け 金

貸　借　対　照　表

金　　額 金　　額科　　目 科　　目

未 払 金

未 収 金 未 払 費 用

商 品 未 払 消 費 税 等

未 成 工 事 支 出 金 未 払 法 人 税 等

貯 蔵 品 預 り 金

前 払 費 用 前 受 収 益

繰 延 税 金 資 産

その他利益剰余金

資 産 の 部 合 計 負債及び純資産の部合計

そ の 他 の 流 動 資 産

長 期 借 入 金

投 資 そ の 他 の 資 産

資 本 準 備 金

有 形 固 定 資 産

 固  定  資  産

無 形 固 定 資 産

（2012年 3月31日現在）
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第４  総合評価 

１ 利用実績 

   東日本大震災及び計画停電（以下「震災等」という。）の影響により、５月中旬まで

の予約を全て取り消したことで、計画停電不実施の発表後に通常営業を再開したものの、

施設利用者数に大きな影響があった。宿泊利用実績と活動施設利用実績については以下

のとおりである。 

宿泊利用実績は、開館１年目から順調に推移しており、事業者の精力的な広報活動及

び創意工夫並びに営業努力が新規利用者の増加やリピーターの定着に結びついている。

７年目となる平成２３年度の実績としては、震災等の影響により、前年度比で1,816人減

の30,367人となったが、開業３年目以降の事業者提案時の計画24,800人を22.4％上回っ

た。 

活動施設利用実績は、計画停電による周辺施設からの流入者や交通広告をはじめとし

た広報活動の充実による新規利用者の取り込み等により、前年度比で8,127人増の95,862

人の利用実績となり、開業以来最多の利用者数となった。 

平成２４年度は、新たな利用者の開拓に向け、引き続き努力するようＳＰＣに働きか

けを行っていく。 

 

２ 業務の履行状況 

運営業務については、前年度に引き続き、活動室などの施設提供業務をはじめ、ＳＰ

Ｃのノウハウを活用した効果的・効率的な履行がなされた。 

ユース・スクエア業務については、活動団体の発表の場や青少年のボランティアの活

動の場としてニーズが高まりつつあり、活動プログラムについても前年度にも増して内

容の充実を図るなど、利用者の多様なニーズに応える努力もなされた。 

社会教育事業についても、野外活動型施設の特長を生かし、利用者に魅力のある事業

が実施されている。 

今後も都の施策に連動した事業とするため、教育庁の専門職員（社会教育主事）によ

るＳＰＣに対する助言を行っていく。 

 

３ 経営状況 

ＳＰＣの経営状況は、損益計算書によると、当期純利益は41,345千円であった。利益

剰余金の前年度末残高は330,388千円であったため、利益剰余金の平成２３年度末残高は、

371,734千円となった。これは事業者提案時の計画における累積損益227,113千円を上回

るものである。 

貸借対照表によると、負債の合計が800,666千円であった。これを前年度と比較すると、

151,070千円減少しており、借入金の返済が進んでいることが認められる。また、流動資

産は1,243,646千円であり、流動負債394,361千円を大きく上回っていることから、当面

の資金繰りについても健全と言える。 

以上のことから、平成２４年３月末の時点においてＳＰＣの経営状況は健全なものと

認める。 

 

 

 

（注） 本事業は、区部ユース･プラザ整備等事業のプロジェクト・ファイナンスに対し、

スポンサー企業である京王電鉄㈱が金融機関からの融資に最終返済責任を負うコー

ポレート・ファイナンスの手法により、資金を調達している。 
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 別紙 １ 

 

業務履行確認の方法等 

 

 

 
方  法 回 数 指  標 

 

業務の履行確認 
 

書類（業務報告書）に

よる確認 

 

計画通りに業務を

行っていることを確

認した。 

※提出時にヒアリン

グを実施した。 

 

１２回 

（月１回） 

 

年間業務計画 

 

※年間業務計画は、業務要求水

準、事業者提案、事業契約、その

他確認事項に基づき前年度に作

成し、都が確認する。 

 

施設の運営及び維持

管理状況の確認 

 

現地立入り確認 

ヒアリング 

日報等記録の確認 

施設の視察 

 

業務要求水準等に

基づき適正に運営・維

持管理されているこ

とを確認した。 

 

４回 

 

(1)H23.7 

(2)H23.10 

(3)H24.1 

(4)H24.4 

 

 

業務要求水準 

事業者提案 

事業契約 

年間業務計画 

その他確認事項 

 

 

利用者アンケート 

 

事業者が行ってい

るアンケートの内容

及び対応をヒアリン

グ確認することによ

り、利用者からの指摘

及びその対応につい

て確認した。 

 

４回 

 

(1)H23.7 

(2)H23.10 

(3)H24.1 

(4)H24.4 

 

 

業務要求水準 

事業者提案 

事業契約 

年間業務計画 

その他確認事項 

 

 

利用者モニタリング 

 

利用者懇談会 

 

事業者が開催する

利用者懇談会の記録

の確認により、利用者

からの指摘及びその

対応について確認し

た。 

 

１回 

（H24.2） 

 

業務要求水準 

事業者提案 

事業契約 

年間業務計画 

その他確認事項 

 

 

社会教育事業 

履行確認 

 

書類（業務報告書）に

よる確認及び実施日

に現地確認 

 

事業が計画通りに

実施されていること

を確認した。 

 

１３回 

 

（４月～ 

  ３月） 

 

業務要求水準 

事業者提案 

事業契約 

年間業務計画及びモニタリング

事項 

社会教育事業等企画委員会にお

ける協議事項等 
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平成２４年 ８月１７日 

 

経営成績について 

 

京王ユース・プラザ株式会社 

 

 「高尾の森わくわくビレッジ」は開業７年目となり、常にお客様の

ニーズに合ったよりよいサービスを提供することを目指し、安全で快

適な施設作り、魅力ある新たな活動プログラムの提供やイベント開催、

お客様からのご意見に対する迅速な対応など顧客満足度の向上に努め

てまいりました。また、更なる認知度向上や新規顧客の獲得などによ

る利用者増加につなげるため、交通広告をはじめとしたさまざまな広

告媒体を活用して積極的に広報活動を行なったほか、２００５年の開

設時から大幅なデザイン変更をしていなかった施設のホームページに

ついて、新鮮さの演出や何が出来る施設なのかをより分かりやすく伝

えられるよう、全面的にリニューアルし公開いたしました。その他、

東京都教育委員会との「社会教育事業」の共催、京王電鉄株式会社の

主催イベント「環境を学ぶエコ・キャンプ」に京王グループとして参

画したほか、外部団体が企画した子ども達への社会貢献イベントの運

営を受託するなど、社会貢献活動に取り組む企業姿勢をアピールして

まいりました。  

施設の利用状況につきましては、昨年３月の東日本大震災を起因と

する計画停電への対応で５月中旬までの宿泊予約をすべて一度解消し

たため、計画停電不実施の発表後に通常営業を再開したものの、４月

の学校団体の利用が無かったことが大きく影響し、宿泊客数は対前年

1 千人減の３０千人となりました。しかしながら、６月以降の宿泊客

数は順調に推移いたしました。活動施設利用者数は、計画停電の影響

による周辺施設からの流入者や広報活動の充実による新規利用者の取

り込みにより、対前年８千人増の９５千人となり開業以来最多となり

ました。 
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収支状況に関しましては、営業収入は、震災の影響で宿泊収入が減

少したものの、前年度に完了できなかった計画修繕工事の対価を収入

計上したため、対計画５百万円増の７８７百万円となりました。一方、

営業費用は、震災など不測の事態でも安心して施設が利用できるよう

自家発電機の電力供給先の改修工事や大型台風による漏水補修など計

画外工事の増加と、新たな広告媒体として路線バスへのラッピング広

告の実施などによる広告宣伝費の増加により、対計画１７百万円増の

６８８百万円となりました。以上の結果、経常利益は対計画１１百万

円減の７１百万円、当期純利益は対計画６百万円減の４１百万円とな

りました。 
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平成２４年 ８月１７日 

 

損益計算書について 

 

京王ユース・プラザ株式会社  

 

営業収益は、対前 21,565 千円増の 787,368 千円を計上しました。増

減内訳は、サービス購入料収入が 24,737 千円の増、現地収入が宿泊収

入の減等により 3,171 千円の減となりました。 

営業費用は、対前年 39,674 千円増の 688,161 千円を計上しました。主

な支出内容はサービス購入料原価、広告宣伝費、業務委託費等で、増

減内訳はＣ原価 21,473 千円の増、広告宣伝費 9,457 千円の増、業務委

託費 3,108 千円の増等によるものです。 

一般管理費は、対前年 402 千円減の 14,788 千円を計上しました。主

な支出内容は役員報酬、京王アカウンティングへの業務委託費、税理

士・会計士への報酬等です。 

その結果、営業利益は 84,418 千円となりました。 

 

営業外収益は 4,825 千円で、受取利息の他、ＮＴＴドコモ・ソフトバ

ンクモバイルのアンテナ設置料等を計上しております。 

営業外費用は 17,935 千円で、三菱東京ＵＦＪ銀行への支払利息を計上

しております。 

以上の結果、経常利益は 71,307 千円となりました。 

 

法人税等および法人税等調整額を差し引いた当期純利益は 41,345 千

円となりました。 

 

10 



 平成２４年 ８月１７日 

 

貸借対照表について 

 

京王ユース・プラザ株式会社 

 

 当期末の総資産は、1,272 百万円となりました。前期末と比較して、

109 百万円の減少となっております。増減の主なものは、資産の部で

未成工事支出金が 210 百万円の減少。負債の部で、長期借入金が 195

百万円の減少、純資産の部で当期純利益の計上により繰越利益剰余金

が 41 百万円の増加です。 

 

各科目の主な内容は、下記のとおりです。 

流動資産は、対前年 105 百万円減の 1,243 百万円となりました。 

現金及び預金は、ほとんどがお客様から預かっている予約金です。 

未収金は、第 4 四半期分サービス購入料です。 

運用預け金は、余剰資金を京王グループ内キャッシュマネジメント

システムで資金運用をしております。営業外収益・受取利息はこの

資金運用によるものです。 

商品は売店の商品です。 

未成工事支出金は、サービス購入料 B 原価への振替で 210 百万円減

少し、631 百万円となりました。 

貯蔵品は、パンフレットや宿泊客用のアメニティです。 

前払費用は火災・傷害保険料の翌年度分等です。 

繰延税金資産は、未払事業税および事業所税相当分です。 

その他の流動資産は、期末 3 日分の現地収入金未納分です。 

固定資産は、対前年 4 百万円減の 28 百万円となりました。 

このうち、有形固定資産はプロパティマネジメントシステム、多目

的室２用空調機、コンベクションオーブン等です。 

無形固定資産はプロパティマネジメントシステムのソフトウェアを
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計上しております。 

繰延税金資産は、一括償却資産相当分です。 

以上により、資産の部は対前年 109 百万円減の 1,272 百万円になり

ました。 

 

次に、流動負債は対前年 44 百万円増の 394 百万円となりました。 

短期借入金は、長期借入金の一年内返済分を振替計上しております。 

未払金は京王電鉄への業務委託料、水道光熱費等の未払分です。 

未払費用は、三菱東京ＵＦＪ銀行への支払利息の未払分です。 

預り金は、お客様の予約金と館内レストラン（レストラン京王）の

売上金等です。 

固定負債は、その全額が三菱東京ＵＦＪ銀行からの長期借入金で、

一年内返済分を短期借入金に振替えたため、対前年 195 百万円減の

406 百万円になりました。 

以上により、負債の部は対前年 151 百万円減の 800 百万円になりま

した。 

 

最後に純資産の部ですが、資本金、資本剰余金は増減なく、利益剰

余金に当期純利益 41 百万円を加算した結果、純資産の部は対前年 41

百万円増の 471 百万円になりました。 
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